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３
月
1
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
第
1
回
定
例
会
を
開
催
、
条
例
の
改
正
12

件
、
条
例
の
制
定
1
件
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
６
件
、
30
年
度

当
初
予
算
７
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
・
認
定
各
１
件
、
人
事

案
件
１
件
、
計
30
議
案
を
審
議
し
可
決
、
同
意
し
た
。

　
ま
た
委
員
会
発
議
に
よ
る
会
議
規
則
の
改
正
１
件
を
可
決
し
た
。

○新規事業主な歳出項目

躍動１　教育環境の充実　　　
	 　放課後児童クラブの拡充	 １億６，２２２万円
	 　校務アシスタントの配置	 ５８４万円
	 ○部活動外部指導員の配置	 ２６８万円
	 ○放課後子ども教室の開設	 ９９万円
躍動 2　新たな安全と賑わい　
	 　同報無線のデジタル化	 １億１，３３２万円
	 ○地域おこし協力隊	 ８８０万円
躍動 3　子育て支援の拡充　
	 　若年者住宅取得応援補助	 ２，４００万円
	 ○子どもインフルエンザ予防接種費助成	 ７２８万円
	 ○おたふくかぜ予防接種費助成	 ５２４万円
躍動４　健康づくリの推進
	 　総合体育館トレーニングルームの拡充	 ８１０万円
	 ○笑っしょい吉田フェスティバル 10周年記念事業	 ２００万円

誰もが健康で生き生きと暮らせるまちづくり	 ４，２０９万円
活力あふれる産業振興のまちづくり	 １，５９５万円
魅力あふれる多様な交流を生むまちづくり	１，３９７万円
次代を担う心豊かな人を育むまちづくり	３，８１３万円
豊かな自然と共生するまちづくり	 １，００７万円
行政と住民が一体となって取り組むまちづくり	 １０８万円

一
般
会
計
当
初
予
算
の
推
移

3月定例会

4つの 〝躍動〟 予算

平成30年度一般会計歳入歳出予算総額
１０６億３，７００万円

ふるさとよしだ寄付金基金
充当事業

0

20億円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

単位：百万円

9,475 9,592

11,498
10,637

27年度 28年度 29年度 30年度

4カ年の推移
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一
般
会
計
予
算
質
疑

 

歳
　
　
入

問

法
人
町
民
税
は
29
年

度
減
額
だ
が
、
30
年
度

増
額
の
要
因
は
。

答

法
人
上
位
20
社
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
業

績
見
込
み
額
を
出
し

た
。
中
小
企
業
は
、
従

業
員
数
が
増
加
し
た
た

め
均
等
割
が
増
え
増
額

に
な
っ
た
。

問

中
小
企
業
や
商
店
の

税
収
を
あ
げ
て
い
く
た

め
の
支
援
策
は
。

答

津
波
防
災
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
中
、
産
業
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
事
業
の
支
援
は
難
し

い
が
、
推
進
協
議
会
は

商
工
会
の
人
に
入
っ
て

も
ら
い
情
報
を
伝
え
て

い
る
。
個
別
の
施
策
は

融
資
制
度
を
活
用
す
る
。

 

歳
　
　
出

問

八
女
市
と
の
交
流
事

業
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
八
女
市
に
訪
問
し

た
。
そ
の
後
の
計
画
は
。

答

八
女
市
と
は
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年

行
っ
て
い
る
。
今
後
も

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
で

の
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
。

問

地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
月
20
万
円
の
報
酬

は
妥
当
か
。

答

非
常
勤
で
あ
る
が
、

妥
当
と
考
え
る
。
兼
業

が
可
能
で
あ
る
が
届
け

が
必
要
に
な
る
。
別
に

住
居
費
を
支
給
す
る
。

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
は
３
年
だ
が
、

評
価
の
判
断
基
準
は
。

答

観
光
協
会
に
勤
務
し

町
の
3
大
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
人
数
を
３
年
で

15
％
増
加
、
観
光
で
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

500
人
登
録
を

め
ざ
し
て
い
る
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
3

大
都
市
圏
か
ら
吉
田
町
に
移
住

し
て
地
域
を
変
え
る
。
観
光
協

会
一
人
・
情
報
発
信
一
人
）

問

藤
枝
相
良
線
路
線
バ

ス
に
対
し
て
買
い
替
え

に
伴
い
補
助
を
す
る
。

ど
の
よ
う
な
交
渉
を

行
っ
た
か
。

答

公
共
交
通
会
議
の
中

で
、
赤
字
路
線
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
低
床

バ
ス
を
購
入
し
高
校
の

通
学
や
住
民
の
交
通
手

段
の
確
保
維
持
す
る
。

５
年
間
の
リ
ー
ス
で
あ

る
。

・
公
共
交
通
会
議
（
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
会
社
・
県
・
吉
田
町
・

利
用
者
な
ど
）

問

産
業
課
内
に
観
光
協

会
が
あ
る
が
、
観
光
協

会
の
独
立
を
考
え
て
い

る
か
。

答

観
光
協
会
は
、
町
の

職
員
が
兼
務
し
３
大
イ

ベ
ン
ト
を
連
携
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
地
域
お

こ
し
隊
と
も
関
わ
っ
て

く
る
。
課
題
が
あ
る
が

独
立
を
考
え
て
い
く
。

問

消
防
救
急
広
域
事
業

の
効
果
は
。

答

救
急
業
務
は
北
区
で

は
、
初
倉
出
張
所
か
ら

救
急
隊
員
の
駆
け
付
け

が
16
件
あ
り
、
３
分
31

秒
早
く
な
っ
た
。
住
吉

の
火
災
で
エ
ア
コ
ン
の

部
分
か
ら
出
火
し
た
。

静
岡
市
消
防
隊
が
エ
ア

コ
ン
部
品
の
欠
陥
が
原

因
で
あ
る
と
解
明
し
て

く
れ
リ
コ
ー
ル
に
つ
な

が
っ
た
。
効
果
は
予
想

以
上
に
出
て
い
る
。

問

子
ど
も
の
理
科
離
れ

を
危
惧
す
る
が
対
策
は
。

答

小
さ
な
理
科
館
の
29

年
度
利
用
者
は
減
少
し

た
。
30
年
度
小
学
生
低

学
年
は
昆
虫
や
植
物
採

集
、
中
高
学
年
は
理
科

ク
ラ
ブ
を
年
４
回
行
う

計
画
で
あ
る
。
入
口
も

そ
の
ま
ま
靴
で
入
り
や

す
く
し
た
い
。

問

就
園
奨
励
費
補
助
金

が
昨
年
よ
り
増
額
だ
が
。

答

国
の
子
育
て
支
援
の

一
環
で
負
担
割
合
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
所

得
割
合
い
で
補
助
額
を

引
き
上
げ
た
が
幼
稚
園

と
保
育
園
の
補
助
割
合

は
、
大
き
く
変
わ
ら
な

い
。

（
推
進
協
議
会
と
は
、吉
田
町
内

陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
総

合
特
区
推
進
協
議
会
の
略
）

静岡市消防局　榛原総合病院での総合訓練

町内　幼稚園
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平成29年度一般会計補正予算（第4号）
歳入歳出総額 1 億 2,490 万円を追加し、総額 119 億 577 万円となる。

 歳  入 

〇法人町民税（企業の業績向上により） 1 億 1,180 万円増 　（5 億 4,803 万円）
〇固定資産税（活発な設備投資により） 5,312 万円増（26 億 9,610 万円）

歳  出
〇教育総務費（小・中学校トイレ洋式化改修、他） 3 億 3,442 万円増（5 億 8,312 万円）
〇商工費 （企業立地促進事業費補助金） 500 万円増（2 億 9,765 万円）

（総額）		　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

 

民
　
生
　
費

問

児
童
虐
待
防
止
事
業

費
が
減
額
に
な
っ
て
い

る
。
世
間
的
に
も
虐
待

の
事
件
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
。

答

年
間

260
件
の
相
談
件

数
が
あ
り
、
増
え
る
こ

と
を
予
想
し
、
一
人
の

増
員
を
目
指
し
て
い
た

が
、
補
充
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　

対
応
が
お
ろ
そ
か
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
現

状
の
職
員
で
対
応
す
る
。

 

農
林
水
産
業
費

問

水
産
基
盤
整
備
事
業

費
が
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
な
ど
漁
業
事
業
者
に

影
響
は
な
い
の
か
。

答

減
額
し
た
事
業
は
、

使
用
し
て
い
な
い
岸
壁

箇
所
で
、
漁
業
関
係
者

に
直
接
影
響
は
な
い
。

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
、

今
年
度
行
っ
て
い
な
い

が
、
31
年
度
よ
り
計
画

し
関
係
者
と
打
ち
合
わ

せ
し
て
い
る
。

 

土
　
木
　
費

問

東
名
吉
田
IC
か
ら
、

東
側
道
路
、
東
名
大
幡

線
の
道
路
舗
装
修
繕
費

が
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
。

答

路
面
調
査
や
現
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
が
今
回
、
国
の
補
助

金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
今
後
計
画
的
に
進

め
て
い
く
。

 

消
　
防
　
費

問

自
治
会
や
自
主
防
災

会
か
ら
申
請
の
あ
っ
た

地
震
対
策
費
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
急
を

要
す
る
事
業
に
影
響
は

な
い
か
。

答

宝
く
じ
助
成
金
が
、

今
回
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
治
会
に
は
説
明

を
し
た
が
、
設
備
の
申

請
手
続
き
は
し
て
お

り
、
急
を
要
す
る
事
業

は
別
枠
で
要
望
す
る
制

度
が
あ
る
。

 

教
　
育
　
費

問

高
等
学
校
等
奨
学
金

の
返
還
が
12
万
円
増
額

に
な
っ
て
い
る
が
。
こ

の
貸
与
型
奨
学
金
の
貸

付
総
額
と
、
何
人
の
生

徒
が
借
り
て
い
る
の
か
。

答

返
還
計
画
を
前
倒
し

し
、
二
人
が
年
度
内
に

返
金
し
た
。
ま
た
、
現

在
12
人
に
貸
与
し
、
約

291
万
円
の
貸
付
額
に

な
っ
て
い
る
。

 

高
等
学
校
等
奨
学
金 

貸
与
型
奨
学
金

年
間
30
万
円
を
3
年
間
貸
与

卒
業
後
、
10
年
以
内
に
返
済

を
開
始
す
る
。

今
ま
で
中
学
3
年
の
1
月
ま

で
の
申
請
が
、
高
校
在
学
中
で

も
申
し
込
み
が
で
き
る
予
定
。

問

町
内
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
施
設
改
修
は
、

保
護
者
か
ら
の
臭
い
狭

い
と
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
ド
ア
が
内
開

き
と
聞
い
た
が
、
安
全

面
で
問
題
は
な
い
の
か
。

答

以
前
は
、
湿
式
タ
イ

ル
張
り
だ
っ
た
が
、
乾

式
を
計
画
し
て
お
り
、

匂
い
の
問
題
は
改
善
で

き
る
。
学
校
内
関
係
者

と
話
し
合
い
、
内
開
き

ド
ア
は
生
徒
の
所
在
が

判
明
で
き
る
こ
と
か
ら

採
用
し
た
。
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29
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

29 年度特別会計補正予算（総額）
吉田町土地取得事業 吉田町国民健康保険事業　
　 ＋ 41 万円　　　　（1,544 万円） 　 △ 6,603 万円　（34 億 6,708 万円）
吉田町後期高齢者医療事業 吉田町介護保険事業
　 ＋ 17 万円　　（2 億 4,676 万円） △ 2 億 546 万円　（20 億 4,005 万円）
吉田町公共下水道事業
△ 2,117 万円　（11 億 4,196 万円） 

30
年
度
特
別
会
計
予
算

30
年
度
水
道
事
業
会
計

30
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論（
大
石
巌
議
員
）

　

国
保
会
計
の
運
営
は
、

国
か
ら
の
財
政
支
援
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
構
造
的
な

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
と

し
た
う
え
で
、
財
政
運
営

を
県
が
担
い
、
町
が
保
険

事
業
の
実
施
な
ど
を
積
極

的
に
果
た
せ
る
よ
う
な
制

度
改
革
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。

　
し
か
し
県
の
算
出
が
大

幅
に
遅
れ
、
吉
田
町
に
お

け
る
保
険
料
率
の
検
討
が

充
分
で
き
ず
、
据
え
置
き

と
な
っ
た
。こ
れ
で
は「
高

過
ぎ
る
保
険
税
を
引
き
下

げ
て
ほ
し
い
」
と
の
切
実

な
声
が
届
か
な
い
ま
ま
と

な
る
。

　
県
の
進
め
る
18
歳
未
満

の
医
療
費
無
料
化
施
策
に

加
え
て
、
町
で
も
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
国
保
制

度
改
善
を
要
望
し
予
算
案

に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
な
し

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

条
例
の
改
正

　
吉
田
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
吉
田
町

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
な
ど
に
関
す
る
条
例

（
官
民
格
差
に
よ
り
初
任
給

１
０
０
０
円
・
そ
の
他
400
円
勤
勉

手
当
を
0.1
月
分
引
き
上
げ
る
。）

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例（
官
民
格
差
に
よ
り
期
末
手
当
を

0.05
月
分
引
き
上
げ
る
。）

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
料
に
関
す
る
条

例（
官
民
格
差
に
よ
り
期
末
手
当
を

0.1
月
分
引
き
上
げ
る
。）

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報
酬
月

額
20
万
円
を
加
え
る
。）

吉
田
町
介
護
保
険
条
例

30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で　
　

（
合
計
所
得
金
額
を
変
更
）　　

120
万
円
未
満
1９0
万
未
満
を
200
万

円
未
満
に

2９0
万
以
上
を
３00
万
円
以
上
に

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例

（
非
常
勤
消
防
団
員
扶
養
親
族
に

係
る
保
証
基
礎
額
の
加
算
額
を

改
正
）

人
事
案
件

吉
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任

吉
田
町
片
岡
２
６
１
１
番

地
の
２

桐
田
不
二
雄
氏

特別会計 30年度予算 （万円） 増減額 （万円） 増減率 （％）
土地取得事業 2,047 544 36.3

国民健康保険事業 28 億 0,097 △ 5 億 4,143 △ 16.2
後期高齢者医療事業 2 億 6,571 1,936 7.9

介護保険事業 19 億 1,589 △ 1 億 4,248 △ 6.9
公共下水道事業 12 億 0,181 5,027 4.4

5 会計 62 億 0,487 △ 6 億 0,882 △ 8.9

水道事業会計 30年度予算 （万円） 増減額 （万円） 増減率 （％）
収益的
事業費

収入 5 億 8,712 △ 35 △ 0.1
支出 5 億 4,386 △ 934 △ 1.7

資本的
事業費

収入 1 億 1,142 2,174 24.3
支出 4 億 1,112 2,646 6.9
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問

ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン

の
成
果
は
。

答

先
生
方
が
調
査
結
果

を
日
々
の
授
業
に
活
か

す
意
識
が
高
ま
っ
た
。

学
力
定
着
に
課
題
を
抱

え
る
層
の
人
数
が
減
少

し
た
。
公
設
学
習
塾
に

よ
り
、「
学
習
時
間
が

増
え
た
」
な
ど
学
習
意

欲
の
高
ま
り
が
見
え
る
。

問

公
設
学
習
塾
の
拡
充

の
方
向
性
は
。

答

放
課
後
の
居
場
所
づ

く
り
の
ひ
と
つ
と
考

え
、
土
曜
開
催
を
や
め

平
日
開
催
と
す
る
。
各

学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
40
台
設
置
し
、
端

末
学
習
ソ
フ
ト
を
導
入

し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で

問
題
を
解
き
、
個
々
の

進
度
に
合
わ
せ
た
学
習

を
す
す
め
る
。

問

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
具
体
的
な

成
果
に
つ
い
て
は
。

答

外
国
語
指
導
助
手
で

各
小
中
学
校
に
１
人
ず

つ
配
置
し
て
い
る
。
ネ

イ
テ
ィ
ブ
な
ら
で
は
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
に
、
外
国
語

を
楽
し
み
な
が
ら
学
習

で
き
て
い
る
こ
と
や
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
生
徒

と
接
し
、
発
音
も
聞
き

取
や
す
く
、
生
徒
の
聴

く
力
、
話
す
力
を
高
め

て
い
る
こ
と
な
ど
の
成

果
が
出
て
い
る
。

問

小
中
一
貫
教
育
の
推

進
に
つ
い
て
は
。

答

切
れ
目
の
な
い
「
つ

な
が
り
の
あ
る
教
育
」

を
推
進
し
て
い
る
。
わ

が
町
の
「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
状
況
を
踏
ま
え

小
中
一
貫
教
育
を
推
進

し
て
い
く
。

問

部
活
動
の
外
部
指
導

員
の
配
置
に
つ
い
て
は
。

答

設
置
者
が
そ
の
身
分

な
ど
を
規
定
上
位
置
づ

け
る
こ
と
で
、
顧
問
や

副
顧
問
に
就
任
し
、
単

独
で
の
指
導
や
大
会
の

引
率
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
身
分
を
条
例
で

定
め
た
い
。

問

放
課
後
こ
ど
も
教
室

に
つ
い
て
は
。

答

平
日
４
時
間
授
業
の

日
に
、
放
課
後
の
子
ど

も
の
居
場
所
の
確
保
と

し
、
中
央
小
学
区
を
モ

デ
ル
地
区
に
設
定
し
実

施
す
る
。

問

小
中
学
校
の
教
育
計

画
の
推
進
は
。

答

現
場
の
教
員
意
思
を

共
有
し
、
直
接
対
話
す

る
。

　

今
年
度
、
学
校
の
授
業
改
善
を
基
盤
と
し
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン

が
完
結
す
る
。
そ
の
成
果
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

　

ま
た
、
実
践
さ
れ
て
い
る
「
吉
田
町
教
育
元
気
物
語
（
T
C
P
・

ト
リ
ビ
ン
ス
・
プ
ラ
ン
）
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

問
question

ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
Ｔ
Ｃ
Ｐ
の
取
組

答
answer

三
者
共
益
で
真
の
ト
リ
ビ
ン
ス

遠 藤 孝 子 議
員

ALTによる授業
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問

静
岡
中
部
地
域
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
に
よ
る
地
域
活
性

化
策
は
。

答

地
域
の
商
店
な
ど
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ス

や
休
憩
施
設
な
ど
の
設

置
と
あ
わ
せ
、
町
内
の

店
舗
や
宿
泊
施
設
な
ど

と
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
結

び
つ
け
る
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
当

町
が
単
な
る
通
過
点
と

な
ら
な
い
よ
う
取
り
組

み
の
早
い
段
階
か
ら
、

商
工
会
や
産
業
団
体
と

密
接
に
連
携
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
と
っ
て
利
益
と

な
る
仕
組
み
の
構
築
を

提
案
し
て
い
く
。

問

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
野

外
宿
泊
地
の
整
備
は
。

答

都
市
公
園
、
町
有
地

な
ど
の
利
用
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
必
要
が

あ
れ
ば
条
例
改
正
な
ど

考
慮
し
て
い
く
。

　

シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
推
進
委
員
会
に
お

い
て
も
戦
略
の
ひ
と
つ

と
し
て
協
議
し
て
い
く
。

問

「
民
泊
」
の
推
進
に

よ
り
滞
在
型
の
観
光
客

誘
致
が
図
ら
れ
地
域
経

済
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

多
様
化
す
る
宿
泊

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ

つ
、「
民
泊
」
に
よ
っ

て
懸
念
さ
れ
る
事
項
に

し
っ
か
り
と
対
応
し
な

が
ら
、
当
町
で
進
め
る

シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
の
推
進
、
中
部
５

市
２
町
な
ど
の
近
隣
市

町
と
の
連
携
が
図
ら
れ

た
「
民
泊
」
が
展
開
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
具
体
的
な
活
動
は
。

答

隊
員
は
、
二
人
委
嘱

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

一
人
は
、
吉
田
町
観

光
協
会
の
業
務
に
従
事

し
、
町
の
三
大
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
運
営
に
新

た
な
視
点
で
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。
こ
れ
以

外
の
多
種
多
様
な
イ
ベ

ン
ト
と
も
連
携
強
化

し
、
観
光
交
流
人
口
増

加
を
図
る
取
り
組
み
に

携
わ
っ
て
い
く
。

　

も
う
一
人
の
隊
員

は
、
企
画
課
に
お
い
て

情
報
発
信
お
よ
び
移

住
・
定
住
の
促
進
に
係

る
業
務
に
従
事
す
る
。

　

町
の
広
報
担
当
者
と

同
行
し
S
N
S
に
よ
る

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
、
企
業
・
団
体
双
方

の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
活

用
に
よ
る
行
政
と
企
業

な
ど
と
の
効
果
的
な
情

報
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

し
ず
お
か
中
部
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
、
静
岡
県
中
部
志
太
榛
原

地
域
連
携
D
M
O
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
新
た
な
に
ぎ
わ
い
事

業
が
30
年
度
に
取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
、
交
流

人
口
拡
大
、
観
光
事
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
方
針
は

答
answer

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
と
情
報
発
信

増 田 剛 士 議
員

観光名所　展望台小山城
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問

職
員
の
増
員
予
定
は
。

答

30
年
度
採
用
は
８
人

を
予
定
し
て
い
る
が
、

退
職
者
が
10
人
お
り
増

員
と
は
な
ら
な
い
。

今
後
、
退
職
予
定
者
を

一
人
な
い
し
二
人
上
回

る
新
規
採
用
を
し
、
10

年
で
定
員
に
近
づ
け
た

い
。

問

28
年
度
決
算
で
は
時

間
外
手
当
が
１
億
円
を

超
え
て
い
る
。
残
業
が

「
臨
時
・
緊
急
」
で
な

く
通
常
業
務
の
延
長
と

な
っ
て
い
な
い
か
。

答

業
務
量
に
つ
い
て
は

毎
年
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
職
員
の
配
置
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
超
過

勤
務
は
管
理
職
が
的
確

に
チ
ェ
ッ
ク
し
行
っ
て

い
る
。

問

臨
時
職
員
の
採
用
状

況
は
。

答

臨
時
職
員
の
任
用
や

身
分
取
り
扱
い
は
、

「
吉
田
町
臨
時
職
員
等

の
身
分
取
扱
要
綱
」
に

定
め
実
施
し
て
い
る
。

現
在
の
任
用
状
況
は
、

11
課

182
人
と
な
っ
て
い

る
。

問

任
用
期
間
や
再
任
用

に
あ
た
っ
て
の
「
空
白

期
間
」
は
あ
る
か
。

答

要
綱
に
基
づ
き
、
任

用
期
間
は
６
カ
月
を
超

え
な
い
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
６
カ
月
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
空
白
期
間
」
は
社
会

保
険
の
適
用
や
年
次
有

給
休
暇
の
継
続
か
ら
逃

れ
る
た
め
な
ど
の
理
由

に
よ
り
一
部
の
公
共
団

体
で
は
あ
る
が
、
当
町

は
設
け
て
い
な
い
。

問

「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
の
観
点
か
ら
も
、

臨
時
職
員
の
処
遇
改
善

は
必
要
で
は
な
い
か
。

答

賃
金
に
つ
い
て
は
要

綱
に
定
め
、
最
低
賃

金
、
社
会
情
勢
、
近
隣

市
町
の
状
況
や
均
衡
を

考
慮
し
随
時
改
定
し
て

い
る
。

　

保
育
士
に
つ
い
て

は
、
経
験
年
数
を
考
慮

し
た
賃
金
体
系
と
し
、

賃
金
引
き
上
げ
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
忌
引

な
ど
有
給
休
暇
を
設
け

る
な
ど
処
遇
改
善
に
努

め
て
い
る
。

　

国
の
進
め
て
い
る
働

き
方
改
革
に
よ
り
、
28

年
12
月
に
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
示
さ
れ
施
行
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
法

に
基
づ
き
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

　

昨
年
の
定
例
議
会
に
お
い
て
職
員
定
数
が
13
人
増
員
さ
れ
248
人
と

な
っ
た
が
、
夜
９
時
以
降
で
も
庁
舎
に
明
か
り
が
付
い
て
お
り
、
業
務

量
が
行
政
需
要
に
追
い
付
か
な
い
状
況
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
臨
時
職

員
の
採
用
で
業
務
を
補
完
し
て
い
る
の
が
実
態
で
は
な
い
か
。

問
question

職
員
定
数
と
臨
時
職
員
の
処
遇
改
善
を

答
answer

定
員
増
、
処
遇
改
善
に
努
め
る

大 石　 巌 議
員

夜遅くまで明るい町役場庁舎
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問

全
身
全
霊
を
か
け
て

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
真
意
は
何
か
。

答

東
日
本
大
震
災
を
境

に
、「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
」
な
く
し
て
当

町
の
将
来
は
な
い
と
い

う
強
い
危
機
感
を
持

ち
、
防
災
施
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
た
。

30
年
度
か
ら
防
潮
堤
の

か
さ
上
げ
工
事
が
川
尻

工
区
に
お
い
て
開
始
さ

れ
る
。
か
さ
上
げ
工
事

を
初
め
と
す
る
大
津
波

阻
止
網
の
構
築
に
は
課

題
が
多
く
、
町
が
単
独

で
行
う
に
は
技
術
的
・

財
政
的
に
大
き
な
リ
ス

ク
を
抱
え
る
こ
と
と
な

る
。
今
ま
で
以
上
に

国
、
県
へ
の
働
き
掛
け

を
行
い
支
援
を
得
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら

正
念
場
を
迎
え
る
大
津

波
阻
止
網
の
構
築
に
お

い
て
、
長
年
培
っ
て
き

た
経
験
は
も
と
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使

し
、
全
身
全
霊
を
か
け

て
国
へ
の
働
き
掛
け
を

行
い
必
ず
や
成
功
に
導

く
と
い
う
信
念
を
施
政

方
針
で
申
し
上
げ
た
。

問

30
年
度
事
業
計
画
推

進
の
た
め
の
組
織
体
制

に
は
。

答

現
在
の
組
織
体
制
で

推
進
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
今
後
、

防
潮
堤
整
備
が
本
格
化

さ
れ
る
た
め
国
と
の
調

整
窓
口
を
強
化
す
る
。

問

事
業
推
進
の
た
め
の

財
源
の
確
保
と
将
来
負

担
に
つ
い
て
、
特
に
防

潮
堤
の
か
さ
上
げ
事

業
、
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
構
想
を
加
速
さ
せ

る
に
当
た
っ
て
財
政
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。

答

中
長
期
的
に
も
財
政

の
健
全
化
が
維
持
さ
れ

安
定
し
た
財
政
運
営
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。「
津
波

防
災
ま
ち
づ
く
り
」
を

迅
速
か
つ
強
力
に
進
め

た
結
果
、
起
債
残
高
は

増
加
し
た
が
、
交
付
税

措
置
の
あ
る
大
変
有
利

な
地
方
債
を
借
り
入
れ

る
よ
う
に
し
た
。
実
質

公
債
費
率
や
将
来
負
担

比
率
は
健
全
性
を
示
す

基
準
数
値
に
収
ま
り
、

財
政
の
健
全
性
は
維
持

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
津
波
防
災
ま
ち
づ
く

り
」を
推
進
し
た
結
果
、

大
津
波
に
対
す
る
リ
ス

ク
回
避
か
ら
見
送
ら
れ

て
き
た
新
た
な
企
業
進

出
や
既
存
企
業
に
よ
る

設
備
投
資
が
回
復
基
調

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
増
収
が
見
込
ま

れ
る
状
況
に
な
っ
た
。

　

町
長
は
30
年
度
施
政
方
針
で
、「
人
が
集
い 

未
来
に
は
ば
た
く
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

吉
田
町
」
の
実
現
の
た
め
、
４
つ
の
「
躍
動
」

を
旗
印
に
全
身
全
霊
を
か
け
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
表
明
さ

れ
た
。
そ
の
実
現
に
不
可
欠
な
人
材
と
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

問
question

津
波
対
策
で
財
政
は
悪
化
し
な
い
か

答
answer

財
政
の
健
全
性
は
維
持
で
き
る

大 塚 邦 子 議
員

川尻工区

9 よしだ議会だより 第89号

町政を問う



問

現
在
の
浄
化
セ
ン

タ
ー
１
棟
の
汚
水
処
理

能
力
で
計
画
区
域
面
積

340 

ha
の
汚
水
は
処
理
で

き
る
の
か
。

答

現
在
処
理
層
は
２
池
で

あ
る
が
３
池
必
要
で
あ

り
、新
し
い
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
必
要
と
な
る
。

問

配
管
の
耐
用
年
数
は

50
年
、
開
始
か
ら
25
年

以
上
が
経
過
し
た
。
残

り
の
整
備
に
55
年
か
か

り
、
あ
と
25
年
で
開
始

時
の
配
管
は
使
用
限
度

を
迎
え
る
。
北
区
の
事

業
開
始
前
に
再
生
が
必

要
と
な
る
が
、
北
区
に

も
下
水
道
は
来
る
の
か
。

答

北
区
へ
到
達
さ
せ
る

の
は
か
な
り
先
の
こ
と

で
あ
る
。

問

事
業
区
域
外
や
計
画

区
域
外
の
町
民
は
税
の

負
担
の
み
で
受
益
が
な

く
不
公
平
で
あ
る
。掛

川
市
で
は
環
境
省
の
助

成
事
業
【
下
記
資
料
】

を
利
用
し
１
７
０
２
基

を
設
置
し
て
い
る
。町

の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性

は
。

答

環
境
省
が
行
っ
て
い

る
事
業
が
よ
り
効
果
的

で
効
率
的
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
ど
う
い
う

方
策
が
一
番
好
ま
し
い

か
検
討
し
て
い
く
。

　

29
年
度
の
事
業
計
画
に
て
、
計
画
区
域
340 

ha
、
管
渠
建
設
費
お
よ
び

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費
は
239
億
４
５
０
０
万
円
。
全
体
計
画
920 

ha

の
整
備
に
要
す
る
費
用
は
残
り
１５５
億
８
４
０
０
万
円
、
期
間
は
55
年
と
試
算

さ
れ
た
。
下
水
道
事
業
の
継
続
は
可
能
か
。

問
question

北
区
に
下
水
道
は
来
る
の
か

答
answer

到
達
は
か
な
り
先
の
こ
と

山 内　 均 議
員

公共下水道事業への町民税からの
繰入金（万円）と利用増軒数

年度 ２５ ２６ ２７ ２８
繰入金額 6億3,546 5億8,629 6億4,282 5億9,834
利用増軒数 ５６軒 ７６軒 １２軒 １６軒

吉田町全体面積 全体計画面積 計画区域面積
2,073 ha 920 ha 340 ha

環境省資料
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問

盛
土
工
事
の
お
お
ま

か
な
工
事
内
容
と
そ
の

工
程
は
。

答

天
端
保
護
工
、
背
後

盛
土
工
で
あ
り
、
天
端

保
護
工
は
3
月
末
で
ほ

ぼ
完
了
。
主
た
る
工
事

は
、
既
存
の
海
岸
堤
防

の
背
後
盛
土
と
な
る
。

国
、
県
の
建
設
発
生
土

を
流
用
し
、
30
年
5
月

に
着
手
予
定
。
今
後
3

年
間
で
の
完
成
を
目
指

し
調
整
す
る
。

問

背
後
盛
土
施
工
の
財

源
は
。

答

ベ
ー
ス
と
な
る
躯
体

部
分
に
関
し
て
は
、
負

担
は
な
い
が
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
の
中
で
の
部

分
的
な
所
や
海
浜
回
廊

に
つ
い
て
は
、
町
が
負

担
す
る
。

問

川
尻
海
岸
に
続
い
て

住
吉
海
岸
の
防
潮
堤
整

備
に
入
る
が
、
住
吉
の

人
達
へ
の
住
民
説
明
会

な
ど
、
ど
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
る
の
か
。

答

漁
港
か
ら
西
側
の
住

吉
海
岸
の
防
潮
堤
整
備

に
つ
い
て
は
川
尻
工
区

の
整
備
を
進
め
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
早
期

に
着
手
し
て
も
ら
う
よ

う
国
に
働
き
掛
け
を

行
っ
て
い
く
。
地
元
の

皆
さ
ん
に
は
、
計
画
が

出
来
次
第
、
説
明
を
し

て
い
く
。

問

背
後
盛
土
用
建
設
発

生
土
を
搬
入
す
る
際
、

車
両
の
運
搬
経
路
の
説

明
は
す
る
の
か
。

答

国
土
交
通
省
、
静
岡

県
、
吉
田
町
の
三
者
で

組
織
さ
れ
た｢

吉
田
町

川
尻
工
区
事
業
調
整
会

議｣

の
中
で
協
議
、
調

整
を
行
い
、
地
元
住
民

に
説
明
し
て
い
く
。

問

こ
の
防
潮
堤
整
備
事

業
は
、
町
長
が
「
全
身

全
霊
を
か
け
て
取
り
組

む
、
私
が
一
人
で
や
っ

て
い
る
」
と
言
っ
て
い

る
。
町
長
自
身
に
何
か

事
故
な
ど
あ
っ
た
場
合

で
も
事
業
が
う
ま
く
進

む
よ
う
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
。

答

国
が
私
以
外
相
手
を

し
な
い
。
私
と
の
信
用

関
係
だ
け
で
動
い
て
い

る
。
非
常
に
難
し
い
問

題
で
あ
る
が
、
私
が
健

康
で
、
で
き
る
だ
け
早

い
段
階
に
目
途
が
付
く

よ
う
に
話
を
し
て
い

く
、
と
い
う
こ
と
で
ご

理
解
願
い
た
い
。

　

｢
30
年
度
に
は
、『
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
』
の
最
重
要
施
策
で
あ

る
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
工
事
が
開
始
さ
れ
る｣

と
町
長
の
施
政
方
針

が
あ
っ
た
。
川
尻
地
区
の
防
潮
堤
整
備
が
現
実
の
も
の
と
な
り
住
吉

地
区
で
も
大
い
に
関
心
の
あ
る
事
業
で
あ
る
た
め
質
問
し
た
。

問
question

津
波
防
潮
堤
整
備
、
町
の
費
用
負
担
は

答
answer

躯
体
部
分
に
関
し
て
は
負
担
な
し

八 木　 栄 議
員

天端保護工が完了した防潮堤（川尻）
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問

事
件
発
生
以
前
の
現

金
事
務
の
確
認
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
た

か
。　
　

答

複
数
人
で
確
認
を
行

う
体
制
で
あ
り
、
ク
ラ

ブ
開
設
以
来
事
件
ま
で

は
収
納
率
も

100
％
で
問

題
は
な
か
っ
た
。

問

確
認
体
制
が
あ
っ
た

の
に
、
な
ぜ
事
件
ま
で

４
カ
月
も
発
見
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答

複
数
の
手
に
よ
ら

ず
、
一
人
で
事
務
処
理

を
す
る
シ
ス
テ
ム
に
変

更
が
さ
れ
た
こ
と
を
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

　

組
織
の
管
理
体
制
の

甘
さ
を
非
常
に
反
省
し

て
い
る
。

問

今
回
の
よ
う
な
事
務

処
理
が
、
他
の
業
務
に

な
か
っ
た
か
。　
　

答

全
体
を
調
査
し
た
結

果
、
な
か
っ
た
。

問

調
査
し
た
現
金
取
り

扱
い
事
務
の
件
数
は
。

答

総
務
課
で
全
課
・
局

を
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
調
査
し
た
結
果
、

８
種
類
で
64
件
の
事
務

が
あ
っ
た
。

問

現
金
の
長
期
保
管
は

あ
っ
た
か
。

答

小
山
城
や
総
合
体
育

館
な
ど
の
施
設
で
、
集

金
日
を
設
け
保
管
し
て

い
た
の
で
、
改
善
し
た
。

問

全
て
の
事
務
で
出
納

簿
は
あ
っ
た
か
。

答

台
帳
が
あ
る
。

問

検
証
結
果
を
受
け
ど

の
よ
う
に
改
善
し
た
の

か
。

答

収
納
事
務
を
一
人
で

扱
わ
な
い
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
、
全
て
の
現

金
取
り
扱
い
事
務
に
対

応
す
る
統
一
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

２
月
か
ら
本
格
実
施
し

て
い
る
。

問

首
長
と
し
て
、
検
証

結
果
と
と
も
に
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
を

含
め
た
方
針
を
、
町
民

に
対
し
報
告
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答

対
策
を
講
じ
た
内
容

に
つ
い
て
、
町
民
に
説

明
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
機
会

を
捉
え
検
討
し
て
い
く
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
一
部
の
業
務
上
横
領
事
件
は
、
細

心
の
注
意
で
行
う
べ
き
公
金
業
務
で
あ
り
、
町
民
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
事
件
で
あ
る
。
発
生
か
ら
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、

事
務
の
検
証
お
よ
び
業
務
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

現
金
取
り
扱
い
事
務
の
検
証
結
果
は

答
answer

複
数
人
の
確
認
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

藤 田 和 寿 議
員

受領時の
人数体制 保管方法 現金との照合 会計課への

処理方法

現金受領から入金までの検証項目
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議会目標に対する
議会の自己評価の結果

29
年
度

目標 取組内容 評価 評価理由

会
議
の
活
性
化
を
図
る

・議員活動で得た情報や問題点
を共有化し、課題の解決に向
け議論する。

・委員会活動の充実を図る。

・議案審議方法を検証し、より
良い審議方法を検討する。

△

・課題の解決に向けての議論にはま
だ努力が必要であると感じる。

・委員会活動は行っているが、課
題等の議論が不十分。

・審議方法の改善は議論できた
が、課題の解決に向けての議論
は不十分。

情
報
の
発
信
を
行
う

・議会中継に向け取り組む。

・議会フェイスブックの充実
を図る。

△

・議会中継の前進がない。

・議員の認識が不十分。

議
員
の
責
務
を
果
た
す

・議員研修を行い、議会活動に
反映させる。

・吉田町議会基本条例を遵守
する。

△

・議員研修は行ったが、議会活動
への反映は不十分。

・議会の決定が守られなかった。

住
民
意
見
を
反
映
す
る

・出前会議の周知と開催に向け
た支援を行う。 △

・出前会議を支援し、１回開催し
たが、その後の周知活動がな
かった。

評価基準は「設定以上にできた⇒◎、設定どおりにできた⇒○、設定には足りなかった⇒△、出来なかった⇒×」
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29
年
12
月
議
会
で
議
会

閉
会
中
の
調
査
事
項
を
決

定
し
ま
し
た
。

・
調
査
事
項

　
生
活
交
通
の
確
保
に

つ
い
て
。

・
目
的　

　
地
域
の
生
活
交
通
お

よ
び
公
共
交
通
の
確

保
・
維
持
、
利
便
性
の

向
上
に
つ
い
て
調
査
研

究
す
る
。

・
委
員
会
報
告

１
月
23
日

　
今
後
の
調
査
内
容
お

よ
び
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

２
月
21
日

　
方
向
性
の
検
討
と
具

体
策
を
協
議
し
た
。

　
先
進
市
町
の
事
例
を

参
考
に
し
て
交
通
シ
ス

テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
委
員
長　
　
山
内　
均

１
月
25
日

　

河
川
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

・
大
幡
川
（
下
流
）

・
稲
荷
川（
中・下
流
域
）

・
住
吉
川

・
湯
日
川（
北
区
、片
岡
）

・
坂
口
谷
川（
排
水
機
場
）

　
県
外
の
視
察
調
査
は
日

程
調
整
が
つ
か
ず
今
年
度

は
中
止
す
る
。

2
月
19
日

　
現
地
調
査
の
結
果
、
以

下
の
項
目
に
つ
い
て
意
見

集
約
し
た
。

・
当
局
の
説
明
で
不
明
な

点
は
な
い
か

・
吉
田
町
総
合
計
画
に
基

づ
く
事
業
実
施
・
計
画

の
問
題
点

・
地
元
住
民
の
要
望
が
行

政
に
反
映
し
て
い
る
か

・
冠
水
対
策
の
抜
本
的
解

決
策
と
は

・
２
級
河
川
の
配
水
対
策

の
問
題
点
お
よ
び
抜
本

的
対
策

・
予
算
の
付
け
方
、
補
助

金
と
の
関
係

3
月
8
日

　
当
局
よ
り
以
下
の
点
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
当
局
の
説

明
に
お
い
て
理
解
が
不

十
分
な
事
項

・
30
年
度
の
河
川
整
備
に

係
る
実
施
計
画
と
予
算

案委
員
長　
　
大
石　
巌

「
議
会
改
革
推
進
会
議
」

の
設
置
を
決
定

3
月
1
日
の
定
例
議
会
に

お
い
て
、吉
田
町
会
議
規

則
の一
部
を
改
正
す
る
議

案
を
委
員
会
発
議
し
、全

会一致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
改
正
点
】

会
議
規
則
第
17
章
「
全
員

協
議
会
」
に
「
議
会
改
革

推
進
会
議
」
を
加
え
る
。

第
122
条
を
加
え
、

（
議
会
改
革
推
進
会
議
）

第
122
条　
法
第
100
条
第
12

項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

運
営
に
関
し
協
議
又
は
調

整
を
行
う
た
め
の
場
と
し

て
、
議
会
改
革
推
進
会
議

を
設
け
る
。

２　
議
会
改
革
推
進
会
議

は
、
議
員
全
員
で
構
成

し
、
座
長
が
招
集
す
る
。

以
下
略

【
趣
旨
】

吉
田
町
議
会
基
本
条
例
第

14
条
に
基
づ
き
、
議
会
改

革
の
推
進
に
取
り
組
む
。

3
月
7
日
に
議
会
改
革
推

進
会
議
を
開
催
し
、

座
長
を
増
田
剛
士
議
員

副
座
長
を
大
塚
邦
子
議
員

に
決
定
し
た
。

産業建設常任委員会調査報告
道路・河川及び都市公園の管理及び整備について

豪雨時の道路冠水や劣化した道路の補修、河川の改修や管理について、
町民から行政に対する要望を調査、研究する。

総務文教常任委員会調査報告

生活交通の確保について

稲荷川の湯日川水門 大幡川しゅんせつ工事
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住みよいまちづくりのために、議員、役場担当者（課）の奮闘に感謝！

12
月
12
日

第
６
回

・
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス
プ

ラ
ン
の
新
し
い
方
向
性

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

・
視
察
先
の
検
討
に
つ
い

て
、
次
回
協
議
す
る
。

・
次
回
、
特
別
委
員
会
に

て
、
教
育
委
員
会
に
対

す
る
疑
問
点
を
質
問

し
、
回
答
を
受
け
る
。

12
月
22
日

第
７
回

・｢

Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス

プ
ラ
ン
に
関
す
る
疑

問
点
に
つ
い
て｣

当
局

よ
り
説
明
を
受
け
質

疑
し
た
。

・
今
回
の
回
答
を
受
け
、

Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス
プ

ラ
ン
の
新
し
い
方
向
性

に
つ
い
て
の
問
題
点
、

疑
問
点
に
つ
い
て
文
章

を
整
理
し
た
。

・
配
付
資
料
の
中
で
、
京

都
市
教
育
委
員
会
の

資
料
を
参
考
に
す
る

た
め
、
当
局
の
京
都

市
視
察
報
告
レ
ポ
ー

ト
の
提
供
を
要
請

し
、
協
議
を
進
め
る

こ
と
に
決
定
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
集
計
結
果
に
つ

い
て
、
当
局
に
資
料

提
供
を
求
め
る
こ
と

に
決
定
。

2
月
23
日

第
８
回

・
新
し
い
方
向
性
の
ト
リ

ビ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
関
す

る
疑
問
点
に
つ
い
て
、

文
章
を
整
理
し
た
。

・
文
章
整
理
し
た
も
の

を
、
質
問
事
項
と
し

て
教
育
委
員
会
へ
提

出
し
、
回
答
を
求
め

る
こ
と
に
決
定
。

委
員
長　
　
八
木　
栄

第
１
回
定
例
会（
３
月・11
人
）

29
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
議
会

で
し
た
。

（
感
想
な
し
）

第
２
回
定
例
会（
６
月・23
人
）

総
合
体
育
館
耐
震
工
事
契
約
な
ど

の
議
案
を
審
議
す
る
議
会
で
し
た
。

・
初
め
て
の
傍
聴
、も
っ
と
気
楽
に

傍
聴
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
。

・
議
会
傍
聴
は
初
め
て
、長
時
間
の

話
は
非
常
に
疲
れ
た
。

・
受
付
や
傍
聴
の
仕
方
が
わ
か
り

に
く
い
。

・
健
康
づ
く
り
の
事
業
の
件
は
よ

か
っ
た
で
す
。

第
３
回
定
例
会（
９
月・76
人
）

28
年
度
決
算
と
教
育
改
革
に
関
す

る一般
質
問
に
５
人
が
。

・
大
変
参
考
に
な
っ
た
、こ
れ
か
ら

も
議
会
に
関
心
を
も
っ
て
い
き
た

い
。

・
教
育
改
革
が
熱
心
に
話
し
合
わ
れ

将
来
が
頼
も
し
い
と
思
う
。

・
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
よ

く
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
々

あ
る
。

・
寝
て
い
る
人
が
い
る
の
は
よ
く
な

い
、ふ
ん
ぞ
り
返
る
姿
勢
も
議
会

と
し
て
は
ど
う
な
の
か
と
気
に

な
っ
た
。

・
傍
聴
席
が
狭
す
ぎ
る
、目
の
前
を

人
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
の
で

集
中
で
き
な
い
。

第
４
回
定
例
会（
12
月・14
人
）

29
年
度
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
す

る
議
会
で
し
た
。

（
感
想
な
し
）

吉
田
町
教
育
改
革
特
別
委
員
会

 

定
例
会
を
傍
聴
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

昨
年
１
年
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見・感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

町議会傍聴席

住吉小学校　入学式
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議会フェイスブックページから、議会情報の発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
動画や写真のスライドショーなど、議会活動の様子をご覧いただき、
ご意見をお寄せください。

第16回議会報告会のお知らせ
　30年度予算など議案審議における質疑、生活交通の確保について報告を致します。
　車座になって懇談しましょう。
　みなさんのお越しをお待ちしております。

こちらからどうぞ

（QRコード）

吉田町議会主催

前回までの報告書はHPをご覧下さい。

日　程
5月21日（月）北区自彊館　23日（水）住吉会館
　  22日（火）片岡会館　　24日（木）川尻会館
　  時 間　19時～21時

内　容
☆定例会審議の状況
☆生活交通の確保について
☆意見交換

あ
と
が
き

　

３
月
議
会
が
終
わ
り
、

予
算
な
ど
を
審
議
・
可

決
し
ま
し
た
。

　

野
に
は
レ
ン
ゲ
草
、
吉

田
公
園
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
能
満
寺
公
園
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
花
が
咲
き
乱

れ
地
域
が
一
段
と
華
や
ぐ

季
節
を
迎
え
た
の
も
束

の
間
、
家
庭
や
農
家
で

は
夏
野
菜
の
苗
な
ど
が

植
え
ら
れ
収
穫
が
待
た

れ
ま
す
ね
。
秋
の
実
り
に

向
け
て
田
植
え
も
始
ま

り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
委

員
の
任
期
も
あ
と
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
議
会
広

報
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｍ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

三
輪
美
由
紀

副
委
員
長　

山
口　
一
博

委　

員　

蒔
田　

昌
代

　
　
　
　
　

大
石　
　

巌

　
　
　
　
　

三
輪　

正
邦

　
　
　
　
　

河
原
崎
曻
司

　問い合わせ　議会事務局 33-2141　

ま
ち
の
話
題:::::::::::::::::::::::::::::::

吉田公園　チューリップ祭り

総合体育館　リニューアルオープン

しらす漁の解禁

林泉寺　長藤まつり
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